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│「
Ｈ
ｏ
ｔ
ほ
っ
と
マ
ル
シ
ェ
」の
開
催

の
き
っ
か
け
は
？
│

　
中
込
商
店
街
の
昭
和
感
・
懐
か
し
さ

に
憧
れ
て
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
商
店
街
の
厳
し

い
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
た
中
で
、

商
店
街
で
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と
共

に
自
分
に
出
来
る
こ
と
が
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
私
の
周
り
に
は
「
何
か
し

た
い
、
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
い
う
前

向
き
な
女
性
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
自

分
は
そ
の
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
女
性
パ

ワ
ー
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

変
化
が
起
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

│
最
初
に
ど
の
様
な
取
り
組
み
を
し
ま

し
た
か
？
│

　

昨
年
、
中
込
商
店
街
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
を
主
会
場
と
し
て

「
Ｈ
ｏ
ｔ
ほ
っ
と
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
、
女
性
の
皆
さ
ん
が

主
体
と
な
っ
て
、
飲
食
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
モ
ノ
づ
く
り
、
体
験
型
シ
ョ

ッ
プ
）
な
ど
数
々
の
お
店
が
出
店
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
11
月

18
日
㈯
に
第
２
回
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
今
回
は
中
込
商
店
街
を
盛
り
上
げ
る
女
性
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。　

ま
ず
は
自
分
の
お
店
が
盛
り
上
が
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
前
提
の

中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
女
性
の
皆
さ
ん
が

私
の
お
店
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
中

込
商
店
街
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、
子
育
て
中
で

仕
事
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
女
性
や
、

技
術
は
有
る
が
自
分
の
店
舗
を
持
っ
て

い
な
い
女
性
に
、
私
の
店
舗
を
利
用
し

て
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
委
託
販
売
や
、

ネ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
の
お
仕
事
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
来
て
い
た

だ
け
る
お
客
様
ま
で
も
巻
き
込
み
、
女

性
の
憩
い
の
場
、
賑
わ
い
の
場
を
つ
く

り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
徐
々
に
賛
同

者
を
増
や
し
て
い
き
商
店
会
の
理
解
を

得
て
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

商
店
街
を
盛
り
上
げ
た
い
！

女
性
パ
ワ
ー
が
結
集
し
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
裏
と
は
？

特集

中込商店街を
盛り上げる女性たち

×
市 議 会
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│
会
の
名
称
と
趣
旨
に
賛
同
し
た
仲
間
は

何
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
か
？
│

　
最
初
は
、「
中
込
を
勝
手
に
盛
り
上
げ

隊
」
み
た
い
な
感
じ
で
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
長
続
き
す
る
た
め
に
は
肩
ひ
じ
張
ら

ず
、
緩
い
感
じ
で
良
い
と
判
断
し
、
会
の

名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
20
数
名
の
女

性
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
ま
す
。
女
性

の
繋
が
り
は
凄
い
で
す
よ
。

│
商
店
街
に
期
待
す
る
こ
と
は
？
│

　

学
生
の
頃
は
中
込
に
も
た
く
さ
ん
の

商
業
施
設
が
あ
り
、
長
い
時
間
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
が
行
く
お
店

が
な
く
自
分
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
も

商
店
街
に
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
私
た
ち
も
協
力
し
た
い

で
す
。
子
育
て
中
の
女
性
が
商
店
街
で

起
業
す
る
に
は
、
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
施
設
が
し
ほ
し
い
で
す
。

│
佐
久
市
に
期
待
す
る
こ
と
は
？
│

　

自
然
環
境
も
良
い
し
子
育
て
す
る
に

も
良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
キ
ッ
ズ

サ
ー
キ
ッ
ト
の
よ
う
な
本
物
に
触
れ
る

機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Hotほっとマルシェ
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平成29年９月定例会  議案審議結果

平成29年

９月定例会
　平成29年９月定例会を８月31日から９月28日までの
29日間の会期で開き、補正予算や決算認定など31件、
意見書案１件を可決及び認定しました。

平成29年９月定例会　請願・陳情等状況一覧

番　　号 請願・陳情者 請願・陳情要旨 結　　果

平成29年
陳情第６号

佐久市岩村田3162-13
りんどう会

　会長　村上　裕史
受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法
の改正を求める意見書の提出を求める陳情 継続審査

議案番号 議事内容・議案名 結果
77 佐久市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制定について ◎

78 佐久市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準に関する条例の一部を
改正する条例の制定について ◎

79 佐久市積立基金条例の一部を改正する条例の制定について ◎

80 佐久市病院事業の設置等に関する条例及び佐久市立国保浅間総合病院料金条例の一部を
改正する条例の制定について ◎

81 平成29年度佐久市役所本庁舎（低層棟、南棟）屋根改修工事請負契約について ◎
82 三河田工業団地用地の処分について ◎
83 市道の路線認定について ◎

84 平成28年度（繰越）佐久市立岩村田小学校管理特別教室棟・屋内運動場等改築（本体）
工事請負契約について ◎

85 平成28年度（繰越）佐久市立岩村田小学校管理特別教室棟・屋内運動場等改築（電気）
工事請負契約について ◎

86 平成28年度佐久市一般会計歳入歳出決算認定について ◎
87 平成28年度佐久市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎
88 平成28年度佐久市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎
89 平成28年度佐久市障害者支援施設臼田学園特別会計歳入歳出決算認定について ◎
90 平成28年度佐久市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定について ◎
91 平成28年度佐久市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ◎
92 平成28年度佐久市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎
93 平成28年度佐久市介護老人保健施設特別会計歳入歳出決算認定について ◎
94 平成28年度佐久市奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について ◎
95 平成28年度佐久市環境エネルギー事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎
96 平成28年度佐久市工業用地取得造成事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎
97 平成28年度佐久市茂田井財産区特別会計歳入歳出決算認定について ◎
98 平成28年度佐久市国保浅間総合病院事業特別会計決算認定について ◎
99 平成28年度佐久市下水道事業特別会計の利益の処分及び決算認定について ◎
100 平成29年度佐久市一般会計補正予算（第４号）について ◎
101 平成29年度佐久市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について ◎
102 平成29年度佐久市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ◎
103 平成29年度佐久市環境エネルギー事業特別会計補正予算（第１号）について ◎
104 平成29年度佐久市工業用地取得造成事業特別会計補正予算（第１号）について ◎
105 平成29年度佐久市子ども未来館プラネタリウム機器等更新工事請負契約について ◎

106 平成29年度総合交付金総合運動公園野球場建設（本体、スコアボード、ナイター照明）
工事請負契約について ◎

107 佐久市議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定について ◎
意見書案第6号 道路整備事業に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書の提出について ◎

【結果の表示】　◎ 全会一致で可決・認定　○ 賛成多数で可決・認定
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◆
こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

・ 

佐
久
市
は
法
人
税
収
入
が
県
内
で
も
低
い
と
の
指

摘
が
あ
る
の
で
、
雇
用
の
拡
大
や
、
税
収
の
増
加

と
い
う
こ
と
も
見
込
ん
で
、
今
後
も
企
業
誘
致
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

・ 

修
繕
料
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
安
全
確
保
か
ら
緊

急
性
の
あ
る
修
繕
の
た
め
、
補
正
予
算
成
立
後
は
、

早
急
に
修
繕
を
し
て
ほ
し
い
。

◆ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
コ
ス
モ
ス
育
英
基
金
に
つ
い
て
、
こ
ん

な
質
問
や
意
見
が
出
ま
し
た

Q
　

奨
学
金
の
内
定
時
期
は
。
基
金
の
運
用
方
法

は
。
募
集
要
件
と
し
て
評
点
の
3.5
以
上
と
有
る

が
そ
の
解
釈
は
。
選
考
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
面

接
の
有
無
は
。
給
付
は
大
学
希
望
者
の
み
か
。

A
　

内
定
時
期
は
12
月
と
す
る
。
運
用
は
10
年
以

上
も
あ
り
う
る
。
評
点
は
全
履
修
科
目
に
つ
い

て
、
５
段
階
評
価
で
の
平
均
3.5
以
上
と
す
る
。

メ
ン
バ
ー
は
教
育
長
、
校
長
、
教
育
委
員
、
民

生
委
員
の
中
か
ら
４
名
。
面
接
は
実
施
し
な
い
。

大
学
進
学
者
の
み
。

意
見　
選
考
委
員
会
の
選
定
は
ガ
ラ
ス
張
り
で
。

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
コ
ス
モ
ス
育
英
基
金
・
岩
小
、

本
庁
舎
工
事
請
負
契
約
、
補
正
予
算
可
決

総
務
文
教
委
員
会
　
委
員
長
　
関
　
本
　
　
　
功

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
コ
ス
モ
ス
育
英
基
金
設
立
の
た
め
積
立
金
条

例
の
一
部
改
正
可
決
。
岩
村
田
小
学
校
管
理
特
別
教
室

棟
・
屋
内
運
動
場
等
改
築
（
本
体
）、（
電
気
）
工
事
請

負
契
約
可
決
。
市
役
所
本
庁
舎
（
低
層
棟
・
南
棟
）
屋

根
改
修
工
事
請
負
契
約
可
決
。
補
正
予
算
可
決
。

三
河
田
工
業
団
地
用
地
の
処
分
可
決

経
済
建
設
委
員
会
　
委
員
長
　
中
　
條
　
壽
　
一

・ 

平
成
29
年
度
総
合
交
付
金
総
合
運
動
公
園
野
球

場
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
原
案
可
決
。

・ 

道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩か

さ

上
げ
措

置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

◆
こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

・ 

条
例
改
正
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
は
「
窓
口
無
料

化
」
と
い
っ
た
言
葉
が
浸
透
し
て
い
る
が
、
1
レ

セ
プ
ト
あ
た
り
500
円
の
負
担
が
あ
る
事
。
医
療
費

が
か
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
受
診

す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
来
年
8
月
の
実
施
に
向
け

て
周
知
さ
れ
た
い
。

・ 

子
ど
も
未
来
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
機
器
更
新
工
事

に
つ
い
て
は
車
椅
子
の
方
も
楽
し
め
る
配
慮
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
工
事
期
間
中
「
科
学
実
験
工

房
」
等
を
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
だ

が
、「
臼
田
ス
タ

ー
ド
ー
ム
」
と
の

連
携
も
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

福
祉
医
療
給
付
金
条
例
改
正
を
含
む
条
例
案

３
件
、
事
件
案
１
件
、
予
算
案
３
件
を
可
決

社
会
委
員
会
　
委
員
長
　
三
　
石
　
義
　
文

　
平
成
30
年
８
月
か
ら
福
祉
医
療
給
付
金
の
支
給
が

こ
れ
ま
で
の
「
償
還
払
い
方
式
」
か
ら
「
現
物
支
給

方
式
」
い
わ
ゆ
る
窓
口
無
料
化
に
な
り
ま
す
。
当
市

に
お
い
て
は
満
18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
に
あ
る

す
べ
て
の
子
ど
も
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

常 会任 審委 査員 報 告

佐久市子ども未来館

総合運動公園野球場工事の様子
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平賀・内山地区新保育所建設事業建築（本体）工事の施工状況

中込会館及び立体駐車場の利用状況

平尾山公園センターハウス改修工事の施工状況

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
計

14
会
計
の
決
算
審
査
が
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

3
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
特
別
委
員
会
は
、
従
来
の
3
常
任
委
員
会

で
の
所
管
別
審
査
に
代
わ
っ
て
、
議
長
及
び
議

会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
24
名
が
全
会

計
分
野
に
渡
っ
て
審
査
に
当
た
れ
る
べ
く
平
成

28
年
度
、
29
年
度
に
設
け
ら
れ
た
特
別
委
員
会

で
す
。

　
当
局
よ
り
の
部
局
別
決
算
概
要
説
明
に
続
い

て
各
委
員
よ
り
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
決
算
内
容
を
精
査
す
る
中
で
各
施

策
の
問
題
点
や
課
題
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に

向
け
て
の
意
見
や
要
望
等
多
く
の
委
員
か
ら
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
全
会
計
の
決
算
は
全
会
一
致
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年度決算を認定しました
　市長は、翌年度予算を決める３月の定例会までに、監査委員がチェックした前年度決算について、
議会の審査・確認を受けなければなりません。
　そのため、９月20日・21日・22日・25日の４日間（現地調査を含む）、皆さんが納めた税金がどの
ように使われたか、決算特別委員会を開催し確認しました。そして、全ての決算が認定されました。

平成28年度各会計決算状況
収　　入 支　　出

一　　般　　会　　計 506億1966万7302円 494億8811万3285円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 勘 定 118億1643万1677円 114億7952万8147円
へき地内山診療所勘定 55万9532円 53万0894円
浅 科 診 療 所 勘 定 1531万0975円 1434万6906円

介 護 保 険 91億3748万3654円 89億7285万7932円
障 害 者 支 援 施 設 臼 田 学 園 2億3745万3516円 2億3697万9145円
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 7億1185万6121円 7億0536万9281円
後 期 高 齢 者 医 療 10億4798万6291円 10億4505万2959円
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 1136万3760円 1059万3446円
介 護 老 人 保 健 施 設 2億5412万5991円 2億4121万3048円
奨 学 資 金 4581万6757円 4520万2178円
環 境 エ ネ ル ギ ー 事 業 1億4047万7653円 1億4046万1458円
工 業 用 地 取 得 造 成 事 業 4億7759万2703円 4億7759万2703円
茂 田 井 財 産 区 218万9659円 215万3453円

総　　　計 745億1831万5591円 728億5999万4835円

企業会計
（国保浅間総合病院事業）

収益的収支 73億2713万0384円 69億6712万5558円
資本的収支 27億2477万1000円 31億7412万3886円

企業会計
（下水道事業）

収益的収支 39億1262万1037円 33億2216万7677円
資本的収支 15億7910万7910円 27億6318万5839円

決
算
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

９
月
20
日
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
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◆ 

佐
久
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に

つ
い
て

Q
　

計
画
の
基
本
方
針
は
。

A
　

本
計
画
で
は
佐
久
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
佐
久
市
立
地
適
正

化
計
画
に
掲
げ
る
「
機
能
集
約
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
」
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
市
内
に
核
と
な
る

６
つ
の
拠
点
地
区
を
設
定
し
、
市
内

循
環
バ
ス
で
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
交
通
不
便

者
の
通
学
、
通
院
、
買
い
物
移
動
等

日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確

保
を
最
優
先
に
公
共
交
通
網
を
整
備

し
ま
す
。

Q
　

10
月
か
ら
約
１
年
間
の
試
験
運
転

は
ど
の
よ
う
な
交
通
体
系
か
。

A
　

市
内
中
央
部
は
、
佐
久
医
療
セ
ン

タ
ー
を
乗
り
換
え
ポ
イ
ン
ト
と
し
、

６
つ
の
拠
点
を
つ
な
ぐ
北
循
環
線
、

南
循
環
線
の
２
循
環
バ
ス
を
毎
日
運

行
し
ま
す
。
周
辺
地
域
は
６
つ
に
エ

リ
ア
分
け
し
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
ま
す
。
廃
止
代
替
バ
ス
は
朝

夕
の
便
は
現
在
と
同
様
で
、
一
部
昼

間
便
を
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
切
り

替
え
ま
す
。

◆
人
工
内
耳
に
つ
い
て

Q
　

人
工
内
耳
の
手
術
は
保
険
適
応
で

す
が
、
外
部
装
置
等
は
自
己
負
担
で

高
額
で
す
。
助
成
の
考
え
は
。

A
　

市
で
は
、
在
宅
の
障
害
児
・
者
の

日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
自
立

生
活
支
援
用
具
を
給
付
、
貸
与
す
る

「
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
人
工
内
耳
に
つ

い
て
も
調
査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

試
験
運
転
さ
れ
る
新
し
い
公
共
交
通
体
系
に

つ
い
て
・
聴
覚
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

10月からの公共交通体系

●�一般質問の紙面は、質問した議員個々の責任で編集しております。ご不明な
点は、議員にお尋ねください。また正式な記録は会議録でご覧ください。

●�佐久ケーブルテレビやインターネットによる動画配信を行っていますので
是非ご覧ください。

動画配信　QRコード

20名の議員が市政を問います

一 般 質 問

一般質問とは
�　議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の
状況及び将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告、説明を求め又は疑
問を質すことをいう。

ひとくち
メモ

和
わ

嶋
じま

美
み

和
わ

子
こ
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Q
　

学
校
図
書
館
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
か
ら
学
校
司
書
は
「
児

童
生
徒
の
教
育
支
援
に
携
わ
る
専
門

職
」
と
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ

れ
を
受
け
て
文
科
省
は
司
書
の
任
用
、

処
遇
等
に
つ
い
て
も
新
た
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
設
け
て
全
教
委
に
通
知
し

て
い
る
が
当
市
の
対
応
は
？

A
　

当
市
の
学
校
司
書
は
、
応
募
に
際

し
特
段
の
資
格
を
要
し
な
い
一
般
事

務
職
と
し
て
時
給
870
円
で
採
用
、
6

年
で
雇
い
止
め
に
な
る
臨
時
職
員
で

あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
指
針
を
受
け

た
特
別
な
対
応
は
し
て
い
な
い
。

Q
　

現
状
、
特
に
公
立
図
書
館
と
の
書

籍
の
移
動
で
司
書
を
無
給
で
働
か
せ

て
い
る
実
態
が
あ
る
。
改
善
を
。

A
　

早
急
に
改
め
る
。

Q
　

司
書
は
一
般
事
務
職
と
は
異
な
る

専
門
職
で
あ
る
以
上
、
採
用
に
当
た

っ
て
は
一
定
の
資
格
な
り
経
験
な
り

を
持
つ
有
為
な
人
材
を
き
ち
ん
と
し

た
試
験
を
経
て
選
抜
し
、
一
方
で
安

定
し
た
勤
務
と
そ
れ
な
り
に
厚
い
処

Q
　

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
数
と
医
療
費
の
状
況
は
。

A
　

被
保
険
者
数
は
2
万
4
千
329
人
で
、

前
年
比
956
人
の
減
少
、
１
人
当
た
り

の
医
療
費
は
約
33
万
5
千
円
で
、
前

年
度
比
1.5
％
の
伸
び
で
、
特
に
「
入

院
」・「
外
来
」
等
の
費
用
が
4.6
％
伸

び
て
い
る
。

Q
　

財
政
健
全
化
計
画
の
取
り
組
み
強

化
策
の
28
年
度
実
績
は
ど
う
か
。

A
　

糖
尿
病
性
腎
症
等
の
重
症
化
予
防

の
強
化
に
お
い
て
は
、
医
療
機
関
未

受
診
者
に
受
診
勧
奨
を
行
っ
た
結
果
、

約
8
割
の
方
が
受
診
さ
れ
た
。

　
　
　
新
た
な
取
組
み
と
し
て
40
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
節
目
の
方
の
「
基
本
健

診
自
己
負
担
額
無
料
化
」
で
は
、
対

象
年
齢
の
25
・
6
％
の
340
人
の
方
が

受
診
さ
れ
た
。
更
に
、
国
保
税
収
納

対
策
の
強
化
は
現
年
度
分
と
滞
納
繰

越
分
を
合
わ
せ
83
・
1
％
と
な
り
、

前
年
度
比
で
は
1.4
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

た
。

Q
　

市
外
企
業
に
対
す
る
佐
久
市
の
P

遇
を
す
べ
き
だ
。
特
に
「
雇
い
止

め
」
制
度
は
専
門
職
に
は
適
用
す
べ

き
で
は
な
い
。
や
め
る
べ
き
だ
。

　
　
　
法
改
正
や
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受

け
て
、
司
書
の
採
用
方
法
や
処
遇
に

つ
い
て
制
度
を
改
め
た
り
運
用
を
見

直
し
た
り
し
て
い
る
自
治
体
が
県
内

で
も
増
え
て
い
る
。
当
市
は
遅
れ
て

い
る
。
早
急
に
対
応
す
る
べ
き
だ
。

A
　

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
今
後

国
や
他
市
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
学
校
側
と
も

協
議
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。
す
べ
て
は
こ
れ
か
ら
だ
。

Ｒ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
誘
致
の
取
り

組
み
と
、
今
後
の
企
業
誘
致
に
お
け

る
情
報
の
全
国
発
信
の
取
り
組
み
は
。

A
　

首
都
圏
及
び
中
京
圏
に
配
置
し
た

産
業
立
地
推
進
員
を
中
心
に
年
間
800

件
の
企
業
訪
問
に
よ
る
当
市
の
立
地

環
境
の
P
Ｒ
を
は
じ
め
、
栁
田
市
長

も
積
極
的
に
企
業
を
訪
問
し
、
佐
久

市
へ
の
立
地
に
つ
な
が
る
ア
ピ
ー
ル

に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
佐
久
市
の

優
位
性
で
あ
る
「
交
通
ア
ク
セ
ス
の

よ
さ
」・「
災
害
の
少
な
さ
」・「
良
質

な
水
の
供
給
」
な
ど
、
自
然
環
境
な

ど
を
P
Ｒ
し
、
企
業
誘
致
を
推
進
。

学
校
図
書
館
司
書
の
位
置
づ
け
と

採
用
・
処
遇
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
・
佐
久
市
の
魅
力
の

全
国
発
信
に
つ
い
て

浅科小学校図書館教科書コーナー

特定健診の実施状況 関
せき

本
もと

　　功
いさお

吉
よし

岡
おか

　　徹
とおる
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Q
　

市
立
小
学
校
の
運
動
会
開
催
予
定

日
決
定
の
背
景
に
つ
い
て
。

A
　

他
の
行
事
、
中
学
の
文
化
祭
、
地

域
の
行
事
と
重
な
ら
な
い
様
に
、
学

校
単
位
で
決
め
て
い
る
。

Q
　

同
日
開
催
は
、
職
種
に
よ
り
休
暇

の
取
得
が
難
し
い
等
多
く
の
課
題
が

あ
り
「
分
散
化
」
も
必
要
で
は
。
ま

た
今
後
の
市
教
育
委
員
会
と
し
て
の

考
え
は
。

A
　

各
校
の
主
体
的
な
判
断
の
中
に
生

じ
て
い
る
保
護
者
の
困
り
感
を
解
消

す
る
為
の
方
法
を
、
市
内
の
校
長
会

に
依
頼
し
た
。
学
校
間
で
調
整
す
る

方
向
で
、
解
消
に
向
け
、
動
き
出
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q
　

市
立
小
中
学
校
の
防
災
訓
練
に
つ

い
て
の
内
容
は
。

A
　

４
月
・
９
月
・
11
月
に
地
震
・
火

災
等
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
放
水
訓
練
、
消

火
訓
練
等
の
見
学
も
あ
る
。

Q
　
J
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
の
種
類
に
つ
い
て
。

Q
　

望
月
高
校
が
第
一
期
再
編
基
準
に

該
当
し
た
が
、
望
月
地
域
の
住
民
の

思
い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A
　

望
月
高
校
は
、
地
域
の
人
口
減
少

が
進
む
中
、
都
市
部
の
高
校
と
比
べ
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
地
域

の
発
展
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
高
校

だ
と
思
っ
て
い
る
。

Q
　

小
規
模
校
、
少
人
数
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
望
月
高
校
の
果
た
し
て
い

る
役
割
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
る

か
。

A
　

き
め
細
か
な
指
導
が
あ
り
、
そ
し

て
、
思
い
を
つ
な
ぐ
気
持
ち
が
先
生

に
も
、
地
域
に
も
、
生
徒
に
も
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

Q
　

望
月
高
校
の
存
続
に
対
し
て
、
市

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で

き
る
か
。

A
　

望
月
高
校
を
守
っ
て
い
く
思
い
を
、

県
教
育
長
、
県
議
会
議
長
に
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

Q
　

大
谷
地
区
は
、
太
陽
光
発
電
施
設

設
置
に
つ
い
て
、
区
と
し
て
、
現
在

A
　

全
部
で
25
種
類
。
自
動
機
能
に
よ

り
、
11
の
配
信
の
内
、
佐
久
市
は
津

波
関
係
を
除
く
、
国
民
保
護
・
地

震
・
噴
火
・
気
象
等
９
の
情
報
が
あ

る
。

Q
　

非
常
時
に
お
け
る
職
員
の
参
集
に

つ
い
て
。

A
　

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
メ
ー
ル
等
で

全
職
員
に
連
絡
。
大
雪
の
際
の
経
験

を
元
に
、
参
集
の
仕
方
を
状
況
に
応

じ
変
え
て
い
る
。
基
本
的
に
は
職
場

ま
た
は
指
示
さ
れ
た
場
所
に
参
集
し

て
い
る
。

の
自
然
環
境
を
維
持
し
た
い
、
ま
た
、

水
害
の
危
険
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

設
置
に
反
対
し
て
い
る
。
１
つ
１
つ

の
設
置
計
画
は
問
題
が
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
地
域
の
中
に
多
数
設
置

さ
れ
た
時
、
災
害
の
問
題
が
起
き
る

心
配
は
な
い
か
。

A
　

計
画
内
容
と
か
水
処
理
等
の
問
題

が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
地
元
関

係
者
等
か
ら
、
意
見
が
得
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
引
き

続
き
、
自
然
環
境
保
全
条
例
、
開
発

指
導
要
綱
を
適
用
し
つ
つ
、
適
正
に

設
置
さ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
。

運
動
会
の
開
催
日
分
散
化
に
つ
い
て

防
災
に
お
け
る
実
施
内
容
に
つ
い
て

県
立
望
月
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
・
地
域
が

望
ま
な
い
太
陽
光
発
電
施
設
の
開
発
に
つ
い
て

小
こばやし

林　松
まつ

子
こ

土
つち

屋
や

　啓
ひろ

子
こ
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平成28年度国保会計決算と財政健全化計画に示された推計の比較

◆
う
な
沢
第
２
処
分
場
に
つ
い
て

Q
　

う
な
沢
第
２
処
分
場
の
現
状
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

A
　

平
成
26
年
に
３
Ｄ
測
量
を
実
施
し

た
結
果
、
平
成
36
年
迄
埋
め
立
て
が

可
能
で
あ
る
と
見
通
し
が
立
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ご
み
の
分
別
で
延
命
化

を
図
る
。
新
し
い
処
分
場
は
情
報
収

集
し
な
が
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
研
究

し
て
い
く
。

Q
　

周
辺
の
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
。

A
　

猟
友
会
を
通
じ
て
駆
除
を
実
施
し

て
い
く
。
ま
た
、
鳥
獣
類
被
害
対
策

製
品
の
導
入
を
検
討
す
る
。

◆
文
化
財
保
護
と
活
用
に
つ
い
て

Q
　

市
有
形
文
化
財
の
保
護
お
よ
び
補

助
制
度
は
。

A
　

市
有
形
文
化
財
の
建
造
物
は
11
件

あ
り
、
修
繕
等
に
か
か
る
費
用
の
100

分
の
50
以
内
で
交
付
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
を
隔
年
で

実
施
し
て
お
り
状
況
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。

　
　
　
修
繕
等
の
要
望
が
あ
れ
ば
そ
の
都

Q
　

短
期
保
険
証
発
行
の
状
況
は
。

A
　

平
成
29
年
７
月
で
697
件
。

Q
　

佐
久
市
は
１
ヶ
月
の
発
行
数
が
多

い
。
納
税
相
談
目
的
な
ら
、
子
ど
も

は
１
年
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　

親
は
１
ヶ
月
、
３
ヶ
月
で
も
、
子

ど
も
は
６
ヶ
月
に
し
て
い
る
。

Q
　

国
保
の
平
成
28
年
度
決
算
は
、

３
億
３
千
690
万
円
の
黒
字
。
昨
年
出

さ
れ
た
財
政
健
全
化
計
画
の
推
計
と

大
き
く
異
な
る
。　

今
年
度
の
値
上

げ
は
し
な
く
て
も
済
ん
だ
の
で
は
な

い
か
と
思
う
程
の
歳
出
５
億
円
の
推

計
違
い
の
分
析
は
。

A
　

収
支
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
固
く

見
込
ん
だ
も
の
。
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
し
て
い
く
。

Q
　

来
年
度
国
保
財
政
運
営
が
都
道
府

県
化
と
な
る
。
標
準
保
険
税
率
の
３

回
目
の
試
算
が
出
さ
れ
る
が
、
県
へ

の
納
付
金
と
国
保
税
額
に
差
が
生
じ

た
ら
、
国
保
税
引
き
下
げ
も
可
能
で

は
な
い
か
。

A
　

県
へ
の
納
付
金
と
保
険
税
と
は
同

度
協
議
す
る
。

Q
　

再
整
備
さ
れ
た
考
古
遺
物
展
示
室

の
活
用
は
。

A
　

周
辺
教
育
施
設
と
連
携
し
て
活
用

し
て
い
く
。

◆ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
お
け
る
公
共
建

物
に
つ
い
て

Q
　

公
共
建
物
の
現
状
は
。

A
　

新
設
さ
れ
る
建
物
は
新
法
に
基
づ

き
整
備
し
て
い
る
。
古
い
も
の
は
順

次
実
施
し
て
い
る
。

Q
　

総
合
体
育
館
の
内
階
段
の
手
す
り

の
設
置
は
。

A
　

今
年
度
設
置
す
る
。

じ
で
は
な
い
。

Q
　

来
年
８
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費

窓
口
無
料
化
と
な
る
が
、
伴
う
減
額

調
整
措
置
と
し
て
、
国
保
国
庫
負
担

金
が
減
額
さ
れ
、
佐
久
市
の
負
担
と

な
る
が
、
推
計
値
と
対
応
は
。

A
　

約
500
万
円
。
そ
の
内
、
県
が
中
卒

ま
で
の
半
額
170
万
円
を
負
担
す
る
。

引
き
続
き
国
に
減
額
措
置
廃
止
を
求

め
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・ 

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度

・ 

臼
田
学
園
の
施
設

整
備

・ 

障
害
者
の
就
労
の

場
の
確
保　
等

埋
め
立
て
ゴ
ミ
処
理
場
の
現
状
と
今
後
・
文

化
財
保
護
・
公
共
建
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
生
き
生
き
と
当
た

り
前
に
暮
ら
す
た
め
に
・
国
保
に
つ
い
て

平尾大社本殿

内
ない

藤
とう

　祐
ゆう

子
こ

土
つち

屋
や

　俊
とし

重
しげ

決　　算 財政健全化計画　推計
歳入 118億1,643万2千円 120億6,400万円
歳出 114億7,952万8千円 119億8,900万円

歳入－歳出 3億3,690万４千円 　　　7,500万円
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◆
給
食
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て

Q
　

国
が
「
食
中
毒
防
止
の
た
め
の
絶

対
条
件
」
と
し
て
衛
生
管
理
基
準
で

定
め
て
い
る
「
調
理
後
２
時
間
以
内

の
喫
食
」
は
、
佐
久
市
の
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
守
ら
れ
て
い
る
か
。

A
　

守
れ
て
い
な
い
日
も
あ
る
。

◆
食
育
に
つ
い
て

Q
　

自
校
給
食
の
時
は
子
ど
も
た
ち
は

栄
養
士
さ
ん
た
ち
と
年
間
200
日
会
え

た
が
、
セ
ン
タ
ー
で
は
年
１
、２
回
。

食
育
の
第
一
歩
で
あ
る
作
り
手
や
生

産
者
と
の
「
顔
が
見
え
る
関
係
」
づ

く
り
の
取
り
組
み
は
。

A
　

小
中
学
校
全
ク
ラ
ス
を
栄
養
士
、

調
理
員
が
訪
問
し
て
食
育
の
話
を
し

て
い
る
ほ
か
、
給
食
連
絡
簿
に
よ
る

子
ど
も
と
調
理
員
と
の
意
見
交
換
、

生
産
者
を
招
い
て
給
食
を
一
緒
に
食

べ
る
な
ど
し
て
い
る
。

◆
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て

Q
　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
が
、
食
べ

て
は
い
け
な
い
も
の
を
食
べ
て
し
ま

う
誤
食
の
昨
年
度
の
状
況
は
。

Q
　

貸
与
し
た
奨
学
金
の
償
還
額
が
一

部
免
除
に
な
っ
た
が
そ
の
利
用
状
況

は
。
ま
た
改
正
の
目
的
と
し
て
い
る

学
生
が
佐
久
市
に
戻
っ
て
く
る
な
ど

の
効
果
は
あ
る
の
か
。

A
　

本
年
度
か
ら
償
還
が
始
ま
る
者
が

対
象
で
34
名
の
う
ち
13
名
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
。
ま
た
効
果
に
つ
い
て

は
初
年
度
な
の
で
さ
ら
に
周
知
に
努

め
効
果
の
検
証
を
し
て
い
く
。

Q
　

武
論
尊
さ
ん
の
ご
厚
意
の
奨
学
金

は
実
施
期
間
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で

将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材
の
育
成
の

た
め
に
も
市
と
し
て
給
付
型
奨
学
金

の
実
施
が
必
要
だ
が
考
え
は
。

A
　

国
で
は
今
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学

金
の
一
部
運
用
が
始
ま
っ
た
が
、
市

と
し
て
は
今
後
、
国
の
動
向
や
大
学

の
方
針
な
ど
を
注
意
深
く
見
守
っ
て

い
く
が
、
独
自
財
源
の
安
定
確
保
が

で
き
な
い
の
で
、
現
時
点
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

◆
教
育
施
策
に
つ
い
て

Q
　

中
学
校
勤
務
上
の
過
重
負
担
を
も

A
　

セ
ン
タ
ー
の
ミ
ス
で
２
件
、
学
校

の
ミ
ス
で
１
件
。
体
調
に
異
状
は
な

か
っ
た
が
、
各
校
で
情
報
共
有
す
る

と
と
も
に
再
発
防
止
を
徹
底
し
て
い

く
。

◆
今
後
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

Q
　

臼
田
地
区
で
新
設
さ
れ
る
統
合
小

学
校
の
敷
地
内
に
臼
田
給
食
セ
ン
タ

ー
を
作
る
考
え
は
あ
る
か
。

A
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
決
定
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

浅
科
セ
ン
タ
ー
を
望
月
セ
ン
タ
ー

に
統
合
す
る
方
針
か
。

A
　

総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、

慎
重
に
考
え
て
い
く
。

た
ら
し
て
い
る
の
は
「
部
活
」
が
大

き
な
要
因
と
し
て
い
る
。
教
員
の
勤

務
時
間
が
問
題
と
な
る
中
、
市
内
中

学
校
で
は
部
活
動
指
導
が
教
員
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
は
な

い
の
か
。

A
　

部
活
動
が
過
重
負
担
の
要
因
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
活

動
指
針
が
過
重
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
が
、
指
導
を
顧
問

に
任
せ
き
り
で
は
負
担
も
大
き
い
の

で
生
徒
保
護
者
に
理
解
を
求
め
て
い

く
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

条
例
改
正
後
の
奨
学
金
一
部
免
除
の
利
用
は　

市
と
し
て
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
実
施
は

給食センターの調理風景

三
みつ

石
いし

　義
よし

文
ふみ

塩
しお

川
かわ

　浩
ひろ

志
し
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Q
　

９
月
上
旬
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
行
わ

れ
た
柔
道
世
界
選
手
権
で
日
本
勢
は

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

県
立
武
道
館
の
佐
久
市
で
の
建
設
に

よ
っ
て
、
将
来
佐
久
市
か
ら
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
出
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
本
来
の
武
道
館
と
共
に
多

目
的
使
用
と
環
境
に
配
慮
し
た
設
計

が
待
た
れ
ま
す
が
設
計
の
進
捗
状
況

は
。

A
　

実
施
設
計
は
11
月
末
に
完
了
。
平

成
30
年
７
月
着
工
、
平
成
32
年
１
月

の
竣
工
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
　

県
か
ら
設
計
が
示
さ
れ
た
後
、
市

か
ら
の
要
望
を
更
に
実
現
す
る
た
め

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
。

A
　

県
と
合
同
で
市
民
へ
の
説
明
会
の

開
催
や
、
運
営
方
法
な
ど
県
と
関
係

す
る
団
体
と
も
協
議
を
進
め
利
用
率

の
高
い
施
設
に
な
る
よ
う
連
携
し
て

い
く
。

Q
　

文
化
振
興
基
金
も
活
用
し
、
文
化

振
興
事
業
が
活
発
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
近
隣
か
ら
評
価
を
い
た
だ
い
て

Q
　

道
の
駅
ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南

が
オ
ー
プ
ン
し
て
地
元
農
産
物
が
販

売
さ
れ
て
い
る
が
、
冬
場
に
お
け
る

地
元
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

A
　

ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南
で
の
冬

場
の
地
元
農
産
物
の
販
売
に
関
し
以

下
の
３
点
の
対
応
方
針
を
考
え
て
い

る
。
ま
ず
一
点
目
と
し
て
地
元
産
の

根
菜
類
野
菜
の
販
売
。
２
点
目
と
し

て
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設

栽
培
に
よ
る
ト
マ
ト
や
ホ
ウ
レ
ン
草

等
の
葉
物
野
菜
の
販
売
。
３
点
目
と

し
て
地
元
産
物
を
使
用
し
た
漬
物
な

ど
の
加
工
食
品
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

Q
　

冬
の
農
業
対
策
に
つ
い
て
今
後
の

ハ
ウ
ス
栽
培
の
農
業
者
へ
の
支
援
を

し
て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
伺
い
た

い
。

A
　

冬
期
間
に
栽
培
を
す
る
事
は
、
１

年
通
し
て
農
産
物
の
産
地
力
の
向
上

や
、
農
家
所
得
の
向
上
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
見
込
め
、
重
要
な
事
と
考

い
る
。
今
後
市
民
自
ら
行
っ
て
い
る

文
化
活
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
か
。

A
　

文
化
事
業
団
の
企
画
検
討
委
員
会

と
市
の
文
化
振
興
推
進
企
画
委
員
会

の
合
同
会
議
な
ど
連
携
に
よ
り
、
更

に
市
民
活
動
の
支
援
を
し
て
い
く
。

Q
　

民
間
会
社
制
作
に
よ
る
旧
中
込
学

校
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
６
分
に
縮
小
し
た
映

像
を
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
で
き
な
い
か
。

A
　

制
作
業
者
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば

掲
載
す
る
。

え
て
い
る
。
冬
期
間
に
低
コ
ス
ト
で

安
定
的
な
生
産
が
出
来
る
方
法
や
品

目
に
つ
い
て
検
討
し
推
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、
新
た
に
暖
房

施
設
や
設
備
を
設
置
し
て
、
施
設
栽

培
を
行
い
た
い
と
い
う
農
家
に
対
し

て
は
、
国
、
県
の
事
業
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

長
者
原
地
区
の
道
路
改
良
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
　

県
道
市
道
と
も
に
、
平
成
30
年
度

か
ら
31
年
度
に
掛
け
て
道
路
改
良
工

事
を
行
う
予
定
。

県
立
武
道
館
・
文
化
芸
術
の
更
な
る
振
興
・

旧
中
込
学
校
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て

冬
の
農
業
対
策
に
つ
い
て

長
者
原
地
区
の
道
路
改
良
計
画
進
捗
状
況

旧中込学校の太鼓楼天井

大
おお

塚
つか

　雄
ゆう

一
いち

栁
やなぎさわ

澤　　潔
きよし
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Q
　

周
囲
に
は
見
え
づ
ら
い
病
気
や
障

害
を
お
持
ち
の
方
が
援
助
を
得
や
す

く
な
る
よ
う
に
東
京
都
が
作
成
し
た

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
が

徐
々
に
普
及
し
て
き
て
い
る
。
佐
久

市
で
も
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
の
導
入
が
で
き
な
い
か
。

A
　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

共
に
そ
の
活
用
の
場
面
は
様
々
な
環

境
下
で
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
。
導

入
に
当
た
っ
て
は
当
市
と
し
て
も
、

長
野
県
地
域
全
体
で
の
統
一
的
な
導

入
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q
　

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

A
　

県
全
体
で
統
一
的
な
導
入
が
図
ら

れ
た
時
に
は
県
等
と
連
携
し
、
周
知

や
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

Q
　

す
で
に
９
都
道
府
県
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
方
々
が
佐
久

市
に
お
越
し
に
な
ら
れ
提
示
さ
れ
た

ら
ど
う
す
る
の
か
。

A
　

そ
う
い
う
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の

で
や
っ
て
い
く
。

Q
　

佐
久
市
の
中
で
も
歴
史
有
る
景
観

Q
　

人
口
減
少
の
現
状
に
つ
い
て
。

A
　

出
生
数
平
成
17
年
831
人
平
成
28
年

774
人・死
亡
数
平
成
17
年
１
，０
２
２

人
平
成
28
年
１
，１
８
２
人・婚
姻
届

件
数
平
成
17
年
１
，３
１
３
件
平
成

28
年
１
，１
７
８
件
と
減
少
傾
向
。

Q
　

結
婚
支
援
と
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム

婚
姻
届
の
作
成
は
。

A
　

幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

Q
　

市
職
員
の
療
養
休
暇
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
。

A
　

メ
ン
タ
ル
不
調
の
未
然
防
止
や
早

い
段
階
で
の
対
応
に
努
め
る
。

Q
　

障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議

会
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
。

A
　

地
域
協
議
会
の
設
置
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

Q
　

市
職
員
の
障
が
い
者
雇
用
は
。

A
　

雇
用
障
が
い
者
数
は
、
市
が
19

人
・
教
育
委
員
会
が
5.5
人
・
浅
間
総

合
病
院
が
7.5
人
で
す
。

Q
　

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

A
　

趣
旨
に
則
り
、
よ
り
一
層
の
啓
発
、

が
残
っ
て
い
る
望
月
宿
・
茂
田
井
宿

に
お
い
て
先
進
的
に
無
電
柱
化
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

A
　

特
に
、
景
観
形
成
上
は
、
望
月
宿

や
茂
田
井
間
の
宿
の
街
並
み
の
維
持
、

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
無
電

柱
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
体
的

に
進
め
る
こ
と
で
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。
望
月
宿
や
茂
田
井
間
の

宿
周
辺
の
無
電
柱
化
に
つ
い
て
も
、

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
中
で
整
理
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
　

佐
久
市
買
い
物
環
境
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
。

A
　

協
力
者
が
高
齢
化
等
で
支
援
で
き

な
く
な
っ
た
際
に
も
日
常
の
買
い
物

が
行
え
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

支
援
の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・ 

佐
久
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
お
け
る
対
策
と
効
果
に
つ
い

て
。

・ 

中
込
商
店
会
協
同
組
合
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
を

望
月
宿
・
茂
田
井
宿
で
無
電
柱
化
の
推
進
を

佐
久
市
の
人
口
減
少
の
現
状
に
つ
い
て

障
害
者
差
別
解
消
法
と
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動

ヘルプカード
見かけたら思いやりのある行動を!!

伊那市と中込商店会協同組合の取り組み資料 小
こばやし

林　歳
とし

春
はる

竹
たけ

花
はな

　美
み

幸
ゆき
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Q
　

つ
ば
さ
事
業
の
現
状
は
。

A
　

つ
ば
さ
事
業
は
、
健
康
長
寿
推
進

事
業
の
中
の
「
世
界
へ
の
貢
献
」
の

柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
平
成
28
年
３
月

に
佐
久
総
合
病
院
、
浅
間
総
合
病
院
、

佐
久
大
学
、
佐
久
市
の
４
者
に
よ
る

覚
書
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。
主

な
事
業
は
海
外
か
ら
の
視
察
研
修
の

受
け
入
れ
や
、
視
察
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
や

帰
国
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
目
的

に
連
絡
協
議
会
を
設
け
、
協
議
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
海
外
視
察
の
昨
年

の
実
績
は
台
湾
な
ど
８
か
国
か
ら
政

府
機
関
や
自
治
体
の
関
係
者
、
医
師
、

看
護
師
な
ど
の
保
険
医
療
分
野
に
携

わ
る
方
を
中
心
に
87
名
を
受
け
入
れ

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
言
葉
の
障

壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
中
国
語
、

タ
イ
語
の
通
訳
養
成
に
も
独
自
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

Q
　

共
存
共
栄
と
施
設
改
修
は
い
か
に
。

A
　

ほ
っ
と
パ
ー
ク
浅
科
と
ヘ
ル
シ
ー

テ
ラ
ス
佐
久
南
の
共
存
共
栄
に
向
け

Q
　

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
発
射
実

験
の
暴
挙
は
許
さ
れ
な
い
。
米
・
朝

の
武
力
衝
突
を
避
け
る
た
め
対
話
外

交
が
必
要
で
、
日
本
は
そ
の
努
力
を

す
べ
き
だ
。
７
月
に
国
連
で
、
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
し
か

し
唯
一
の
被
爆
国
日
本
は
こ
れ
に
背

を
向
け
て
い
る
。
平
和
都
市
宣
言
を

し
て
い
る
佐
久
市
と
し
て
、
国
に
対

し
て
条
約
へ
の
批
准
加
盟
を
促
す
働

き
か
け
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
今

こ
そ
市
民
に
広
く
宣
言
内
容
の
広
報

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　

広
報
は
様
々
工
夫
し
て
取
り
組
ん

で
ゆ
く
。
条
約
の
重
要
性
は
理
解
す

る
が
、
国
の
判
断
で
あ
り
一
地
方
都

市
か
ら
進
言
す
る
問
題
で
は
な
い
。

Q
　

臼
田
小
建
設
に
向
け
た
協
議
の
進

捗
と
通
学
路
対
策
は
。

A
　

２
回
の
協
議
会
を
開
き
諸
検
討
が

進
ん
で
い
る
。
通
学
路
問
題
は
実
地

調
査
を
進
め
る
。
歩
道
橋
の
場
所
選

定
は
特
に
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

Q
　

私
は
予
想
さ
れ
る
数
ル
ー
ト
を
車

て
は
、
共
通
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
相

互
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
導
入

し
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
当
該
施
設

は
平
成
10
年
に
整
備
さ
れ
築
19
年
が

経
過
し
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
も

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
計
画
的
に
改
修

を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
に
つ
い
て

は
、
施
設
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
ワ

イ
フ
ァ
イ
の
整
備
を
計
画
し
、
順
次

工
事
を
進
め
て
ゆ
く
予
定
。

で
移
動
し
距
離
や
安
全
面
な
ど
調
べ

て
み
た
。
ど
こ
を
通
学
す
る
の
か
、

バ
ス
は
ど
う
な
る
か
住
民
（
田
口
・

青
沼
地
区
）
の
不
安
は
尽
き
な
い
。

早
く
ル
ー
ト
を
示
し
て
欲
し
い
。

A
　

地
域
の
要
望
も
受
け
止
め
し
っ
か

り
と
対
処
し
て
ゆ
く
。

Q
　

地
区
児
童
館
を
残
す
べ
き
だ
が
。

A
　

現
状
は
活
発
な
利
用
状
況
だ
。
今

後
に
つ
い
て
は
慎
重
に
進
め
た
い
。

Q
　

３・
４
年
生
へ
の
英
語
教
育
は
教

師
の
負
担
過
重
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

A
　

教
師
の
事
前
研
修
を
実
施
し
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
適
正
な
配
置
を
行
う
。

つ
ば
さ
事
業
に
よ
る
交
流
人
口
の
創
出
・

ほ
っ
と
パ
ー
ク
浅
科
の
利
用
客
向
上
を
目
指
し

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
国
に
求
め
て　

臼
田
地
区
の
小
学
校
建
設
に
つ
い
て

道の駅　ほっとパーク浅科

核兵器はいらない！

栁
やなぎさわ

澤　眞
まさ

生
お

高
たか

栁
やなぎ

　博
ひろ

行
ゆき
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Q
　

今
日
の
佐
久
市
の
発
展
は
佐
久
平

駅
の
開
業
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な

い
と
思
う
が
、
市
長
の
所
感
は
。

A
　

市
民
の
皆
様
と
歴
代
市
長
の
ご
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
今
後
も
大
阪
ま

で
の
早
期
全
線
開
業
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
昭
和
63
年
８
月
に
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
北
陸
新
幹

線
佐
久
駅
ル
ー
ト
実
現
１
万
人
集
会

に
お
い
て
、
羽
田
孜
先
生
が
会
場
か

ら
当
時
の
小
渕
恵
三
官
房
長
官
に
電

話
陳
情
を
つ
な
い
だ
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
が
、
先
人
の
大
き
な
功
績
で

今
が
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
・
理
事
者
・

市
職
員
一
丸
と
な
っ
て
高
速
交
通
網

の
充
実
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

稼
働
が
停
止
中
の
佐
久
平
駅
前
蓼

科
口
に
あ
る
噴
水
の
今
後
は
。

A
　

活
用
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

Q
　

研
究
し
て
い
く
と
答
弁
し
て
何
年

も
経
つ
が
、
市
長
の
考
え
は
。

A
　

研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
議
論
を
進
め
、

佐
久
市
の
玄
関
口
と
し
て
の
ふ
さ
わ

Q
　

保
育
に
関
す
る
現
状
と
課
題
は
。

A
　

市
内
の
3
歳
以
上
児
の
ほ
ぼ
全
員

で
あ
る
98
・
８
％
が
公
私
立
保
育
園
、

幼
稚
園
に
入
園
し
て
い
る
。
就
学
前

児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
近
年
に
お

い
て
も
、
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
る

就
労
形
態
の
変
化
や
核
家
族
化
の
進

行
な
ど
、
3
歳
未
満
児
の
保
育
需
要

の
急
激
な
増
加
等
、
保
育
所
に
求
め

ら
れ
る
期
待
も
多
岐
に
わ
た
り
、
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

Q
　

施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
る
今
後
の

改
築
の
計
画
は
あ
る
か
。

A
　

現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
に
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。
建
築
後
40
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
園
が
７
園
あ
る
こ
と

か
ら
も
地
元
の
皆
様
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
、
100
人
以
上
の
施
設
規
模
を

原
則
と
し
た
施
設
建
築
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
　

公
立
保
育
所
の
果
た
す
べ
き
責
任

と
役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
も
、
私

し
い
整
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・ 

佐
久
平
駅
浅
間
口
線
の
先
線
（
常
田
―

赤
岩
新
道
）
の
整
備
に
つ
い
て

・ 

塩
名
田
佐
久
線
の
中
佐
都
バ
イ
パ
ス
の

整
備
に
つ
い
て

・ 

小
諸
中
込
線
の
中
佐
都
郵
便
局
北
か
ら

佐
久
中
佐
都
Ｉ
Ｃ
北
信
号
ま
で
の
整
備

と
、
中
佐
都
橋
北
側
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
整
備
に
つ
い
て

・
相
生
大
手
線
の
整
備
に
つ
い
て

・
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・
部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
つ
い
て

立
の
保
育
園
、
幼
稚
園
と
一
体
的
に

保
育
事
業
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
を
担
う
公
立
保
育
所
の
維
持
を
す

る
と
伴
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
既
存
の
社
会

福
祉
法
人
、
学
校
法
人
が
運
営
す
る

私
立
保
育
園
、
幼
稚
園
の
安
定
し
た

運
営
を
考
慮
し
、
そ
の
意
向
を
尊
重

し
な
が
ら
一
層
連
携
を
密
に
し
て
市

内
の
保
育
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
。

北
陸
新
幹
線
佐
久
平
駅
開
業
か
ら
20
周
年

公
立
保
育
所
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

佐久平駅蓼科口にある噴水の現状

今年度開園した城山保育園 井
い

出
で

　浩
こう

司
じ

小
こばやし

林　貴
たか

幸
ゆき
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◆
農
泊
に
つ
い
て

Q
　

農
山
漁
村
滞
在
型
旅
行
で
あ
る
農

泊
事
業
は
農
家
や
地
域
の
事
業
主
の

収
入
向
上
に
つ
な
が
り
、
廃
校
や
空

き
家
の
活
用
も
可
能
。
地
域
の
自
立

的
発
展
と
所
得
向
上
を
目
指
す
農
泊

事
業
の
内
容
と
、
市
の
関
り
は
。

A
　

国
は
ソ
フ
ト
事
業
に
10
分
の
10
の

補
助
を
、
ハ
ー
ド
事
業
に
２
分
の
１

の
補
助
を
す
る
と
し
て
い
る
。
市
は

制
度
の
周
知
、
地
域
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
掘
り
起
し
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

計
画
作
成
の
支
援
に
関
わ
る
。

◆ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）

に
つ
い
て

Q
　

佐
久
市
で
も
こ
れ
か
ら
外
国
人
観

光
客
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外
国
語
訳
は
ボ
タ

ン
メ
ニ
ュ
ー
が
翻
訳
さ
れ
ず
、
わ
か

り
に
く
い
。
工
夫
が
必
要
で
は
。

A
　

一
部
翻
訳
さ
れ
な
い
な
ど
、
す
べ

て
の
情
報
が
お
伝
え
で
き
て
い
な
い

状
況
が
あ
る
。
外
国
の
方
に
限
ら
ず
、

利
用
す
る
す
べ
て
の
方
が
使
い
易
い

Q
　

春
先
か
ら
埋
立
て
ご
み
の
分
別
基

準
が
厳
し
く
な
っ
た
と
い
う
指
摘
が

あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
。

A
　

埋
立
て
ご
み
が
搬
入
さ
れ
る
「
う

な
沢
第
２
最
終
処
分
場
」
で
発
生
し

た
火
災
の
再
発
防
止
の
た
め
、
本
来

の
分
別
基
準
と
異
な
る
カ
セ
ッ
ト
ガ

ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
等
が
混
入

し
て
い
る
場
合
は
、
回
収
し
な
い
よ

う
改
め
て
指
示
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
も
の
で
あ
り
、
分
別
の
基
準
を
変

更
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

Q
　

「
ご
み
の
分
別
が
分
か
り
づ
ら
い
」

と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。
50
音
順
で

分
別
が
検
索
で
き
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

や
、
Ｈ
Ｐ
上
で
の
分
別
検
索
を
導
入

し
て
い
る
近
隣
自
治
体
も
あ
る
。
佐

久
市
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
。

A
　

現
在
、
細
か
な
分
別
方
法
に
つ
い

て
は
電
話
や
メ
ー
ル
で
寄
せ
ら
れ
る

個
々
の
質
問
ご
と
に
回
答
し
て
い
る

が
、「
ご
み
の
50
音
分
別
表
」
を
、

年
内
を
目
途
に
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
た
い

よ
う
に
改
善
、
工
夫
を
重
ね
て
い
く
。

Q
　

県
の
外
国
人
向
け
観
光
サ
イ
ト
に

佐
久
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
な
い
。

佐
久
市
は
酒
蔵
や
中
山
道
な
ど
外
国

人
が
好
き
な
所
が
多
く
、
自
然
を
楽

し
み
心
を
休
め
る
よ
う
な
長
期
休
暇

に
も
適
し
て
い
る
。
さ
ら
に
外
国
人

向
け
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
は
。

A
　

北
陸
新
幹
線
停
車
駅
観
光
推
進
協

議
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
掲
載
し
た
台
湾
向
け
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
中
。
県
の
サ
イ
ト
へ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
県
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

と
考
え
て
い
る
。
他
の
自
治
体
が
導

入
し
て
い
る
よ
う
な
検
索
機
能
に
つ

い
て
は
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

◆
新
た
な
工
業
用
地
選
定
に
つ
い
て

Q
　

市
有
の
工
業
団
地
用
地
は
枯
渇
し
、

工
場
誘
致
の
チ
ャ
ン
ス
を
逸
し
て
い

る
状
況
。
早
期
解
消
の
た
め
に
も
候

補
地
は
１
か
所
限
定
と
せ
ず
、
複
数

箇
所
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　

複
数
の
候
補
地
で
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
事
務
手
続
き
に
長
期
間
取
り
か
か

る
よ
り
、
適
地
を
１
か
所
選
定
し
、

労
力
を
集
中
さ
せ
、
地
元
調
整
に
集

中
的
に
取
り
組
み
た
い
。

持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
す
農
泊

ゆ
っ
た
り
楽
し
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
可
能
性

ご
み
の
分
別
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の

50
音
順
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
導
入
を
！

外国人に人気の中山道茂田井間の宿

埋め立てごみに混入されたスプレー缶 大
おお

井
い

　岳
たけ

夫
お

吉
よし

川
かわ

　友
とも

子
こ



17

Q
　

佐
久
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

た
際
の
市
民
や
防
災
関
係
機
関
と
の

効
果
と
検
証
に
つ
い
て
。

A
　

22
団
体
、
25
種
目
、
千
五
百
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
今
後
更
に
広
報
や

出
前
講
座
を
通
じ
て
地
域
防
災
力
を

高
め
減
災
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
　

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
を
受
け
て
の
対
応
、
避
難
行
動
の

周
知
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

A
　

市
内
288
箇
所
の
防
災
行
政
無
線
・

さ
く
ネ
ッ
ト
で
の
周
知
。
市
で
は
関

係
部
職
員
の
非
常
参
集
を
行
っ
た
。

市
内
小
・
中
学
生
に
は
通
学
制
限
は

し
な
か
っ
た
。（
こ
の
質
問
を
受
け
、

そ
の
後
の
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
に
、
小
・
中
学
生
へ
の
通
学
可
否

の
一
文
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。）
今

後
は
、
時
間
的
に
猶
予
の
許
さ
れ
な

い
事
態
も
想
定
し
た
備
え
に
向
け
他

市
の
状
況
を
参
考
に
し
訓
練
の
実
施

も
検
討
す
る
。

Q
　

平
尾
温
泉
み
は
ら
し
の
湯
利
用
状

況
と
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
観
光

情
報
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
。
振
興

公
社
所
管
の
温
泉
施
設
へ
の
影
響
に

つ
い
て
。

A
　

み
は
ら
し
の
湯
オ
ー
プ
ン
か
ら
8

月
20
日
ま
で
の
延
べ
利
用
者
数
は

20
万
6
千
人
。
今
後
、
指
定
管
理
者

と
連
携
を
図
り
、
市
か
ら
積
極
的
に

最
新
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
特
産
品
紹

介
を
し
市
内
回
遊
を
進
め
る
。
布
施

温
泉
、
穂
の
香
乃
湯
共
に
10
％
減
。

Q
　

千
曲
川
大
花
火
大
会
へ
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
。

A
　

地
域
の
大
切
な
大
会
で
あ
る
と
い

う
認
識
。
市
と
し
て
今
後
検
討
。

佐
久
市
の
防
災
・
み
は
ら
し
の
湯

佐
久
千
曲
川
大
花
火
大
会
に
つ
い
て

佐久市総合防災訓練での自衛隊員による
炊き出し訓練 清

し

水
みず

秀
ひで

三
さぶ

郎
ろう

　年間を通して随時応募を受け付けていますが、各号ごとの審査対象は次の

期日までに応募があった写真としています。

　•��５月１日発行号�➡�３月31日までの受付�

　　８月１日発行号�➡�６月30日までの受付�

　•��11月１日発行号�➡�９月30日までの受付

　　２月１日発行号�➡�12月27日までの受付�

佐久市内で撮影した行事や風景など議会だよりの表紙としてふさわしい写真を募集中です。

詳細は、佐久市議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。

議会だより  表紙写真 大募集中!!
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●総務文教・経済建設・社会の3常任委員会から報告
　（H28年12月からの特出する事項と行政視察報告）
●決算特別委員会から平成28年度決算について報告

　議会をより身近に感じてもらうための取り組みとして、議会活動を市民の皆さんへ
直接報告し、佐久市の重要なテーマについて市民の生の声を車座でお聞きします。

昨年の語ろう会の様子

【第1部】議会報告

【第 2 部】意見交換会
意見交換のテーマ
●議会に求めること
●佐久市の良いところ、悪いところ
●少子・高齢化（人口減少）について

会とと議 語ろう会
会と議 語ろう会

　お聞かせください！

あなたのご意見を

車座での意見交換です

11月11日㈯は、

手話通訳・要約筆記の

配置と託児の設置

昨年、好評だった

休日の昼間開催と

車座集会の実施

新たに選ばれた

市議会議員との

意見交換  など

今年の
目玉

多くの方の来場をお待ちしております!!
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あなたも議会を傍聴してみませんか
★ 次の定例会（平成29年12月定例会）の日程
（予定）は右欄のとおりです。

★委員会審査も傍聴いただけます。
　 本会議同様、各常任委員会、特別委員会、議

会運営委員会も傍聴いただけます。
　 ただし、委員会会場の都合上、希望者多数の

場合は、開会前に抽選を行いますのでご了承
ください。
※ご注意ください
　 本会議、委員会とも傍聴の際は、携帯電話の

電源をお切りください。また、会議の模様を
撮影、録音することはできません。

問い合わせ先　佐久市議会事務局
　　　　　　　電話  0267−62−3495（直通）

次回定例会のお知らせ
【平成29年12月定例会】開催予定日

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29 30 12/1 2

本会議
（開会）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑） 委員会

17 18 19 20 21 22 23

委員会 委員会 本会議
（閉会）

※日程は、諸事情により変更となる場合があります。

　
先
日
、
長
野
市
で
第
７
回
佐
久
間

象
山
塾
が
開
催
さ
れ
、
予
備
校
講
師

の
林
修
氏
が
「
覚
悟
を
も
っ
て
生
き

る
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
さ
れ
ま

し
た
。
幕
末
の
思
想
家
佐
久
間
象
山

に
倣
い
信
州
か
ら
先
見
性
を
持
っ
た

若
者
を
輩
出
す
る
事
を
目
的
と
し
た

塾
で
す
が
、
講
演
の
趣
旨
は
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
経
験
し
た
こ
と
の
無
い

未
曾
有
の
事
態
が
起
こ
り
得
、
ま
さ

に
明
治
維
新
の
よ
う
な
不
透
明
な
時

代
に
突
入
す
る
が
、
展
望
を
持
っ
て

若
者
を
導
い
た
象
山
先
生
の
よ
う
に

覚
悟
を
持
っ
て
生
き
抜
く
姿
を
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
の
投
げ
掛
け

で
し
た
。

　
折
し
も
会
期
中
の
15
日
に
は
、
ま

た
し
て
も
北
朝
鮮
か
ら
発
射
さ
れ
た

ミ
サ
イ
ル
が
北
海
道
上
空
を
通
過
し

太
平
洋
上
に
落
下
、
ま
た
最
終
日
の

28
日
に
は
召
集
さ
れ
た
臨
時
国
会
で

の
大
義
な
き
衆
院
選
冒
頭
解
散
。
ま

さ
に
内
憂
外
患
で
す
。
地
方
自
治
に

お
き
ま
し
て
も
、
覚
悟
を
も
っ
て

粛
々
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

（
高
栁
博
行
）

編
集
後
記

日　　時 地区名 会　　場 担当議員（50音順）
11月６日㈪
午後６時30分〜 臼田地区 あいとぴあ臼田

ホール
井出浩司　大井岳夫　神津　正　小林歳春　高橋良衛
土屋啓子　三石義文　栁澤眞生　吉岡　徹　和嶋美和子

11月７日㈫
午後６時30分〜 佐久地区 野沢会館

野沢会館ホール

市川稔宣　　井出浩司　大塚雄一　小林松子　塩川浩志
清水秀三郎　土屋啓子　内藤祐子　栁澤　潔　吉岡　徹
和嶋美和子

11月８日㈬
午後６時30分〜 望月地区 駒の里ふれあいセンター

大ホール
市川　将　市川稔宣　江本信彦　大塚雄一　関本　功　　
小林松子　高栁博行　竹花美幸　栁澤　潔　吉川友子

11月９日㈭
午後６時30分〜 浅科地区 交流文化館浅科

穂の香ホール
江本信彦　小林貴幸　塩川浩志　清水秀三郎　高栁博行　
竹花美幸　土屋俊重　中條壽一　栁澤　眞生　吉川友子

11月11日㈯
午後１時30分〜 佐久地区 浅間会館

市川　将　大井岳夫　神津　正　関本　功　小林貴幸
小林歳春　高橋良衛　土屋俊重　内藤祐子　中條壽一
三石義文　

※担当議員は、都合により変更になる場合があります。
　開場（受付）は、いずれも開始時刻の30分前からです。各会場２時間を予定しています。

どちらの地区への参加も可能です。ご都合のつく会場へおでかけください。

議会と語ろう会の日程及び会場
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　社会委員会が、議会提案による手話言語条例制定
の先進地調査として、群馬県前橋市議会を視察訪問
しました。条例制定に至るまでの経過について説明
を受けました。また、手話通訳士をテレビ電話でつ
ないでの通訳（遠隔手話通訳サービス）を実演して
いただきました。

　昨年から実施している下仁田町議会との交流会を
開催しました。ヘルシーテラス佐久南の施設見学を
実施しました。

議会提案による手話言語条例制定に
係る先進地調査（８月９日）

佐久市・下仁田町議会交流会開催（９月30日）

　この研修は、小諸市と佐久市の議会が交互に開催
しており、今年度は、山梨学院大学法学部／大学院
研究科長の江藤俊昭氏を講師に迎え、「議会からの
政策サイクル－地域経営におけるPDCAサイクル
とPDDDCAサイクル－」と題して、講演をいただ
きました。

　僕の将来の夢は弁護士です。本を読むのが好きで、良く行く
家の近くの図書館で、弁護士のことを書いた本を読んだからで
す。その本の中では、自転車で遊んでいた男の子が人にぶつ
かってしまいトラブルになってしまって困っていたときに、裁
判で相手の人が嘘をついていたことを突き止めて、男の子を助
けた話が載っていました。その本を読んで、自分も将来は困っ
ている人を助けて、皆から感謝されるかっこいい弁護士になり
たいと思いました。
　その図書館には勉強スペースがあり、夢を叶える為に漢検や
英検も頑張っています。
　他には、スポーツも好きでバトミントンチームの副キャプテ
ンとしてチームの皆から信用される様に頑張っています。

聞かせてあなたの夢

島
しま

田
だ

　陽
よう

太
た

さん
（臼田小学校６年生）

佐久市の小学６年生が夢を語ります佐久っ子の夢、応援します！

議 会 の 主 な 活 動 このコーナーでは、議会が本会議以外でおこなっている
主な活動を、写真で報告しています。

佐久市・小諸市議会合同議員研修会開催
（８月10日）

佐久市議会の議員の議員報酬等の
特例に関する条例可決!!
　平成29年９月議会において、議員提案に
より、「佐久市議会の議員の議員報酬等の特
例に関する条例」が、全会一致で可決されま
した。この条例は、公務災害、出産及び議長
が認める事由以外の事由により、議会の会議
を長期間（90日）欠席したときは特例とし
て、議員報酬及び期末手当についてそれぞれ
20％の減額を行うものです。


